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	報 告 者
	クラブ　横浜ジュニアヨットクラブ
学年　　８　　　　　　　　氏名　　　宇田川　真乃

	大 会 名
	IODA  EUROPEAN  CHAMPIONSHIP  2012

	開 催 地
	リニャーノ　サッビアロード　　イタリア

	大 会 期 間
	2012年　6月30日～7月8日

	セールNo
	　　ＪPN３１１２
	最 終 順 位　　　
	１９位


	気温、水温、ウエアについて
	気温：３０℃を超えていて蒸し暑かった
水温：ぬるい

ウエア：半袖、海パン　スパッツ

	海面（湖面）の特徴や風の傾向
	午前中は風がなく午後から３～５m、風が吹いてくる
波はあまりなく時々、ブローが吹いてきた

しかし１日だけドン吹きだった

	セッティングで注意したこと
	弱い風で走れるようにセッティングした

ブラックバンドを常にあわせた

	セーリングで注意したこと
	笛を吹かれないように注意した
周りの雰囲気に包み込まれないようにした

	海上で練習したこと
	どちらのサイトが有利かチームのみんなと試したり、海外の
友達と走り比べをしたりした

	実際のスベリはどうでしたか？
	潮が少しあったけれどそんなに関係がなくスイスイ
走る感じだった。　　けれど波にたたかれるとスピードが

落ちて艇速がなくなったときもあった

	スタートは、どうでしたか？
	９レース中８レースは左からでた
自分の前のグループのスタートを見ていた時に、混雑しているところよりも空いてるスペースをうまく利用して出ている人のほうが早い事が分かった。　だからそれを意識してスタートをしたら、半分以上成功した

	コース戦略はどうでしたか？
	なるべくつっこみすぎないように意識して、風があるほうにタックを返してマークに
近づくようにコースをとった

	自分より上位の選手との違いは？
	上位選手は、どんどん自分より遠ざかってフィニッシュでは『何でこんなに速いの~』
ってくらい速かった

スタートが遅れても速い選手は巻き返しが猛烈にすごかった

	国内の練習で役立ったこと
	微風での乗り方が役立った　

	国内の練習で足りなかったこと
	フリーで後ろから攻められてるときの対処の仕方
スプリットをあげたり、さげたり・・・

	印象に残った外国選手は？
	２位のスロベニアの選手。風のつかみ方が上手だった
１位と９位のシンガポールの選手。必ず先頭集団にいて走り方やスタートが超上手だった

	行く前と、行ってからで違ったことはありましたか。
	初めて砂浜からでておもしろかった
食事と飲み物と気候

	今後の課題と目標は？
	来年の選考会ではワールドに行けるように頑張りたい

	JODAへの要望
	特にないです

	その他
	応援してくださったみなさん、ありがとうございました


ご協力ありがとうございました
JODA海外派遣委員会
